
第1図　用途別国内産小麦使用割合の推移 
資料：農林水産省調べ． 
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小
麦
の
需
要
変
化
や
国
際
価
格
高
騰
の
 

影
響
を
踏
ま
え
た
国
内
産
小
麦
の
需
要
拡
大
の
可
能
性
 

 １　
は
じ
め
に
 

 　
小
麦
は
、
パ
ン
・
麺
・
菓
子
・
味
噌
な
ど
多

様
な
用
途
で
使
用
さ
れ
、
食
生
活
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
他
方
、
消
費

さ
れ
て
い
る
小
麦
の
内
訳
を
み
る
と
、
近
年

増
加
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
国
内
産
の
シ

ェ
ア
は
依
然
１
割
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
米
の
消
費
量
の
減
少
が
続
く
中

で
、
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
は
、

国
内
で
消
費
さ
れ
て
い
る
小
麦
に
お
い
て
国

内
産
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
国
内
産
小
麦
の
民

間
流
通
が
定
着
し
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
か

な
り
改
善
さ
れ
た
現
時
点
に
お
い
て

　（1）
、
今

後
、
さ
ら
に
国
内
産
小
麦
の
需
要
を
拡
大
す

る
た
め
の
方
策
を
探
る
こ
と
を
課
題
と
し
、

①
わ
が
国
の
小
麦
需
要
が
変
化
す
る
中
で
の

国
内
産
小
麦
の
使
用
状
況
を
筆
者
の
既
往
研

究
か
ら
整
理
し
た
上
で
、
②
国
内
産
小
麦
を

積
極
的
に
評
価
し
使
用
す
る
動
き
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

③
今
回
の
小
麦
の
国
際
価
格
の
高
騰
が
国
内

産
小
麦
の
需
要
拡
大
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
④
国
内
産
小
麦
の
さ
ら
な
る
需
要
拡
大

の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

  　　
わ
が
国
に
お
け
る
 

2
　

小
麦
需
要
の
動
向
と
 

　
　

国
内
産
小
麦
の
使
用
状
況
 

 　『
食
料
需
給
表
』
の
「
国
内
消
費
仕
向
け
量
」

で
小
麦
の
需
要
の
推
移
を
見
る
と
、「
国
民
１

人
当
た
り
供
給
純
食
料
」
の
微
増
ト
レ
ン
ド

に
、
人
口
増
加
の
影
響
が
加
わ
る
の
で
、

1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
度
ま
で
は
増
加
傾

向
で
推
移
し
、
そ
の
後
、
人
口
増
加
の
勢
い

が
鈍
化
し
て
か
ら
は
、
安
定
的
に
推
移
し
て

い
る
。
し
か
し
、
今
後
は
、
人
口
減
少
の
影
響

が
出
て
く
る
の
で
、
近
い
将
来
、
減
少
ト
レ

ン
ド
に
入
る
可
能
性
が
高
い

　（2）
。 

　
国
内
の
小
麦
需
給
の
現
状
を
み
る
と
、
総

需
要
量
の
9
割
弱
が
外
国
産
小
麦
の
輸
入
で

賄
わ
れ
て
お
り
、
残
り
の
１
割
強
が
国
内
産

に
よ
る
供
給
と
な
っ
て
い
る
。 

　
国
内
産
小
麦
の
使
用
用
途
を
み
る
と
、
加

工
適
性
が
あ
る
日
本
麺
用
に
58
％
が
使
わ
れ
、

続
い
て
、
菓
子
用
に
22
％
、
家
庭
用
小
麦
粉

に
9
％
が
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
て
い
る
が
、
小

麦
の
使
用
量
が
最
も
多
い
パ
ン
用
で
は
、
わ

ず
か
9
千
ト
ン
（
国
内
産
小
麦
の
１
％
）
し

か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
麺
用
以

外
で
は
、
多
く
の
国
内
産
小
麦
が
外
国
産
小

麦
と
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
る
形
で
使
用
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。 

　
第
１
図
で
、
用
途
別
の
国
内
産
小
麦
の
シ

ェ
ア
の
推
移
を
み
る
と
、
近
年
、
国
内
産
小

麦
の
生
産
量
の
増
加
を
背
景
に
、
日
本
麺
へ

の
使
用
に
お
け
る
国
内
産
小
麦
の
シ
ェ
ア
が

増
加
傾
向
で
推
移
し
て
き
た
が
、
2
0
0
3

年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て
は
、
60
％
余

で
推
移
し
て
い
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、

2
0
0
7
年
に
は
、
外
国
産
小
麦
の
価
格
高

騰
の
影
響
で
国
内
産
小
麦
に
対
す
る
需
要
が

拡
大
し
、
70
％
ま
で
急
上
昇
し
た
）。 

さ
ら
に
、
わ
が
国
の
麺
類
へ
の
小
麦
粉
の
使

用
量
を
み
る
と
、
2
0
0
1
年
以
降
一
貫
し

て
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
特
に
、
日

本
稿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
政
策
研
究
第
１７
号
「
小
麦
の
需
要
変
化
や
国
際
価
格
高
騰
の
影
響
を

踏
ま
え
た
国
内
産
小
麦
の
需
要
拡
大
の
可
能
性
」（
平
成
２２
年
1
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 



 収穫量 流通量 国産単独使用量 国産単独使用 
 （万トン） （万トン） （万トン） 割合 

北　海　道 51 49 22～24 4～5割 

福　岡　県 7 6 2 3割 

佐 　賀　県 5 4 1 2割 

以上3道県計 63 59 24～26 4割 

北関東4県計 8 8 1 1割 

その他府県計 13 12 2 2割 

全 　国　計 84 79 27～30 3～4割 

第1表　道県産別の国内産小麦の単独使用割合の試算結果（２００６年産） 

資料：農林水産省「作物統計」，製粉企業11社の業務データ等を基に筆者が試算． 
注（1）収穫量は「作物統計」，流通量は大手製粉企業４社と中小製粉企業とのシェア等公表され

ている数値，国産単独使用量は，筆者聞き取りにより推計した． 
  （2）北海道、福岡県，佐賀県産小麦については，３道県での聞き取り結果を基に，それ以外の

府県産小麦については，福島県，群馬県，愛知県，滋賀県，香川県，山口県，大分県，熊本
県での聞き取り調査の結果を基に，①農林61号やそれに近い特性の品種，②ニシノカオリ，
ミナミノカオリ，ダブル８号等パン用の適性がある品種とに分け，それぞれごとに推計した． 

本
麺
が
47
％
を
占
め
る
「
生
麺
」
と
、
96
％

を
占
め
る
「
乾
麺
」
で
の
減
少
が
著
し
く
な

っ
て
お
り
、
日
本
麺
用
の
需
要
自
体
も
、
今

後
は
、
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。 

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
国
内
産
小
麦
に
対

す
る
需
要
を
拡
大
す
る
に
は
、
日
本
麺
に
お

け
る
国
産
使
用
割
合
の
さ
ら
な
る
拡
大
だ
け

で
な
く
、
パ
ン
、
中
華
麺
、
菓
子
等
に
お
い
て
、

そ
う
し
た
用
途
に
使
え
る
よ
う
国
内
産
小
麦

に
お
け
る
適
性
品
種
へ
の
転
換
、
品
質
の
向

上
に
努
め
つ
つ
、
国
内
産
小
麦
の
使
用
量
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

  
3
　

国
内
産
小
麦
を
積
極
的
に
評
 

　
　

価
し
使
用
す
る
動
き
の
拡
大
 

 
 

　
近
年
の
消
費
者
の
根
強
い
国
産
志
向
に
加

え
て
、
国
内
産
小
麦
の
品
質
の
向
上
と
国
内

産
小
麦
の
加
工
技
術
の
開
発
を
背
景
と
し
て
、

日
本
麺
だ
け
で
な
く
、
国
内
産
小
麦
に
は
あ

ま
り
適
性
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
パ
ン
類
や

中
華
麺
等
で
も
、
外
国
産
小
麦
と
の
ブ
レ
ン

ド
で
は
な
く
「
国
内
産
小
麦
（
1
0
0
％
）
使

用
」
を
売
り
に
し
た
商
品
が
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
商
品
は
、
大
手
だ
け
で
な
く
、

中
小
の
2
次
加
工
メ
ー
カ
ー
、
製
粉
企
業
に

よ
っ
て
も
開
発
さ
れ
定
着
し
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
産
地
表
示
が
な
さ
れ
た
地
産
地
消

的
な
製
品
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た

取
組
は
、
以
前
か
ら
事
例
的
に
は
散
見
さ
れ

て
い
た
が
、
近
年
は
、
市
場
で
一
定
の
割
合

を
占
め
る
ま
で
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。 

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
内
産
小
麦
の
取
り

扱
い
比
率
が
比
較
的
高
い
中
小
製
粉
企
業
７

社
と
大
手
製
粉
企
業
2
社
で
の
実
態
調
査
を

も
と
に
、
各
道
県
産
小
麦
の
う
ち
、
外
国
産

小
麦
と
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
ず
単
独
で
使
わ
れ
て

い
る
数
量
（
お
そ
ら
く
「
国
内
産
小
麦

1
0
0
％
使
用
」
と
表
示
さ
れ
た
商
品
に
使

わ
れ
て
い
る
数
量
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
試

算
を
行
っ
た
結
果
が
第
１
表
で
あ
る
。 

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
麦
の
国
際
価
格
の

高
騰
を
機
に
、
2
0
0
7
年
以
降
、「
国
内
産

小
麦
使
用
」
と
表
示
さ
れ
た
商
品
が
急
激
に

増
加
し
た
が
、
こ
の
試
算
結
果
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
以
前
に
出
回
っ
た
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
産
に
お
い
て
も
、
す
で
に
、
全
国
で
27
〜

30
万
ト
ン
程
度
、
全
流
通
量
79
万
ト
ン
の
3

〜
4
割
に
達
す
る
国
内
産
小
麦
が
単
独
で
使

用
さ
れ
た
と
見
込
ま
れ
る

　（3）
。 

　
国
内
産
小
麦
の
民
間
流
通
へ
の
移
行
間
も

な
く
の
時
期
に
は
、
今
よ
り
も
生
産
量
が
少

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
産
小
麦

に
対
す
る
需
要
が
思
う
よ
う

に
確
保
で
き
ず
、
需
要
を
供
給

が
上
回
っ
て
し
ま
う
需
給
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
国
内
産
小
麦
の

品
質
の
向
上
を
背
景
に
、
国
内

産
小
麦
を
積
極
的
に
評
価
し

戦
略
的
に
使
用
し
て
い
こ
う

と
す
る
動
き
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
が
、
国
内
産
小
麦
に
対

す
る
需
要
を
押
し
上
げ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
国
内
産
小
麦
に
対

す
る
需
要
の
拡
大
傾
向
は
、
国

内
市
場
に
お
け
る
国
内
産
小

麦
の
地
位
が
変
化
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
意
味
で
は
、
構
造
的

な
変
化
の
兆
し
と
見
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。 

 

 
　
　

小
麦
の
国
際
価
格
の
高
騰
が
 

4
　

国
内
産
小
麦
の
需
要
に
 

　
　

与
え
た
影
響
　
 

 　
2
0
0
7
年
以
降
、
小
麦
の
国
際
価
格
の

高
騰
を
受
け
て
、
国
内
に
お
け
る
外
国
産
小

麦
の
政
府
売
渡
価
格
が
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
国
内
産
小
麦

の
価
格
は
播
種
前
に
集
荷
団
体
と
製
粉
企
業

と
の
間
で
の
入
札
取
引
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
2
0
0
8

（
平
成
20
）
年
産
価
格
は
、
2
0
0
7
年
夏
と

い
う
小
麦
の
国
際
価
格
高
騰
前
の
時
期
に
決

め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
0
0
7
（
平

成
19
）
年
産
価
格
に
比
べ
て
あ
ま
り
大
き
な

引
き
上
げ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

2
0
0
8
年
に
お
い
て
は
、
相
対
的
に
国
内

産
小
麦
に
割
安
感
が
出
て
、
国
内
産
小
麦
に

対
す
る
需
要
が
大
き
く
伸
び
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
こ
う
し
た
外
国
産
小
麦
の
価
格
上
昇
を
受

け
て
、
製
品
の
原
料
と
な
る
小
麦
を
割
安
な

国
内
産
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
製
品
価
格

を
抑
え
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
一
例
と

し
て
、
こ
こ
で
は
国
内
産
小
麦
の
最
も
大
き

な
使
用
先
で
あ
る
日
本
麺
の
代
表
と
し
て
う

ど
ん
（
生
麺
）
を
取
り
上
げ
る
。 

　
第
2
図
は
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
対
象
と
し
た
P
O
S
デ
ー
タ
に
基
づ

く
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販

売
さ
れ
て
い
る
う
ど
ん
（
生
麺
）
3
製
品
の

こ
の
2
年
間
の
小
売
価
格
の
推
移
で
あ
る
。 



第2表　国内産小麦使用商品の出回り状況（2008年夏期、冬期） 

第2図　うどん（生麺）の小売価格の推移（首都圏・スーパーマーケット） 

第3図　首都圏市場上位４社製造の「うどん（生麺）」に占める 
　　　  国内産小麦使用表示商品の割合の推移 
　　　  （販売金額ベース・首都圏・スーパーマーケット） 

資料：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマーケット93店における
POSデータに基づき筆者が集計． 

注．2009年１月現在，「国内産小麦使用」の表示のある商品は，発売時より同表示があっ
たものとして，また，同表示のない商品については，発売時より一貫して表示されて
いなかったものとして試算を行った． 

資料：日経メディアマーケッティング社による首都圏スーパーマーケット93店における
POSデータに基づき筆者が集計． 

円/100kg

％ 

28 

26 

24 

22 

20 

18 

16 

14 

12 
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60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

07年1月 08年1月 3月 5月 7月 9月 3月 5月 7月 9月 11月 09年1月 11月 

07年1月 08年1月 4月 7月 4月 7月 10月 09年1月 10月 

B社国内産使用表示なし 

B社国内産使用表示あり 

A社国内産使用表示なし 

C社国内産使用表示あり 

品　目　数 12 21 19 0 3 9 6 12 4 11 5 4 

うち国産小麦使用品目数 9 13 9 0 1 2 3 7 1 3 1 1 

　うち北海道産小麦１００％使用品目数 7 7 7 0 0 0 0 0 1 3 0 0 

品　目　数 9 12 7 0 4 7 4 5 4 5 4 4 

うち国産小麦使用品目数 8 8 3 0 0 1 1 1 0 1 1 1 

　うち北海道産小麦１００％使用品目数 1 3 3 0 0 0 0 0 0 1 1 1

資料：筆者が都内のJRのＣ駅に立地する２スーパーで調査した結果を集計． 
注．夏期は2008年６月第５週～７月第１週，冬期は2008年12月第４週． 

うどん 

（生麺） 

うどん 

（乾麺） 

うどん 

（冷凍麺） 

冷やし 
中華麺等 
（生麺） 

Ｄスーパー 
Ｆ駅支店 

Ｅスーパー 
Ｆ駅支店 

袋入り 
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国
内
産
小
麦
使
用
表
示
の
な
い
Ａ
社
製
品

の
価
格
は
、
右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
て
い
る
。

特
に
、
2
0
0
7
年
10
月
、
2
0
0
8
年
４

月
、
10
月
と
い
っ
た
外
国
産
小
麦
の
政
府
売

渡
価
格
の
引
き
上
げ
か
ら
若
干
の
時
間
を
お

い
て
価
格
上
昇
に
転
じ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

他
方
、
Ｂ
社
製
品
は
、
2
0
0
7
年
秋
に
国

内
産
使
用
表
示
の
あ
る
商
品
に
切
り
替
え
ら

れ
、
価
格
は
若
干
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
上
昇
率
は
低
く
、
A
社
製
品
と
の
価
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

2
0
0
7
年
１
月
以
前
よ
り
国
内
産
小
麦
使

用
表
示
が
さ
れ
て
い
る
Ｃ
社
製
品
の
価
格
は
、

2
0
0
8
年
４
月
に
外
国
産
小
麦
の
政
府
売

渡
価
格
が
30
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
以
降
で
も
、

比
較
的
安
定
し
た
価
格
で
推
移
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
日
本
麺
で
の
使
用
に

お
い
て
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
単
に
国
内
産

小
麦
の
使
用
割
合
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
の
国
産
志
向
に
応
え
る
形
で
、「
国
内

産
小
麦
使
用
」
表
示
の
製
品
の
出
回
り
比
率

が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

　
外
国
産
小
麦
価
格
が
上
昇
す
る
中
で
の
国

内
産
小
麦
使
用
表
示
の
あ
る
日
本
麺
の
出
回

り
状
況
を
、
前
述
の
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
と
し
た
P
O
S
デ
ー
タ
に

基
づ
く
調
査
結
果
か
ら
見
て

み
る
。
第
3
図
は
、
首
都
圏

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

の
上
位
４
社
の
販
売
し
て
い

る
全
う
ど
ん
（
生
麺
）
に
占

め
る
国
内
産
小
麦
使
用
の
表

示
を
行
っ
て
い
る
製
品
の
比

率
（
金
額
ベ
ー
ス
）
の
推
移

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
10
％
か

ら
20
％
の
間
で
推
移
し
て

い
た
の
が
、
外
国
産
小
麦
の

政
府
売
渡
価
格
が
引
き
上
げ

ら
れ
始
め
た
2
0
0
7
年

10
月
の
直
前
か
ら
大
き
く

増
加
に
転
じ
、
そ
の
後
、

2
0
0
8
年
に
入
っ
て
か

ら
は
、
40
％
か
ら
50
%
の
間

で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
少
な
く
と
も
う
ど
ん

（
生
麺
）
で
は
、
2
0
0
7
年
秋
以
降
、「
国

内
産
小
麦
使
用
」
表
示
の
あ
る
製
品
の
出
回

り
量
が
急
増
し
、
市
場
の
半
数
近
く
を
占
め

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。 

　
続
い
て
、
う
ど
ん
（
生
麺
）
以
外
で
の
、「
国

内
産
小
麦
使
用
」
と
表
示
さ
れ
た
商
品
の
出

回
り
状
況
も
把
握
す
る
た
め
、
都
内
の
食
品

ス
ー
パ
ー
の
同
一
店
舗
に
お
い
て
、2
0
0
8

年
6
月
末
か
ら
７
月
初
旬
に
か
け
て
、
お
よ

び
2
0
0
8
年
12
月
末
の
2
時
点
で
店
頭

調
査
を
行
い
、
そ
の
品
揃
え
の
変
化
を
把
握

し
た
も
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
2
0
0
8
年
６
月
末
か
ら
７

月
初
旬
の
時
点
で
、
都
内
の
大
手
D
ス
ー
パ

ー
F
駅
支
店
で
は
、
店
頭
の
う
ど
ん
（
生
麺
）

12
種
の
う
ち
9
種
で
「
国
内
産
小
麦
使
用
」

の
表
示
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
つ
け
麺
、
冷
や
し



中
華
、
ざ
る
ラ
ー
メ
ン
19
種
の
う
ち
9
種
に

「
国
内
産
小
麦
使
用
」
の
表
示
が
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
が
、
同
年
12
月
に
な
る
と
、
季
節
柄
、

つ
け
麺
、
冷
や
し
中
華
、
ざ
る
ラ
ー
メ
ン
等

が
売
り
場
か
ら
消
え
た
も
の
の
、
そ
の
代
わ

り
に
、
鍋
用
う
ど
ん
等
で
ア
イ
テ
ム
が
強
化

さ
れ
、
う
ど
ん
（
生
麺
）
21
種
の
う
ち
13
種

で
「
国
内
産
小
麦
使
用
」
の
表
示
が
さ
れ
て

い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、「
う
ど
ん
（
生
麺
）」

で
、「
国
内
産
小
麦
使
用
」
の
商
品
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
2
0
0
8
年
夏

期
に
は
、
つ
け
麺
、
冷
や
し
中
華
等
の
中
華

麺
で
、
大
手
２
次
加
工
メ
ー
カ
ー
製
を
中
心

に
「
国
内
産
小
麦
使
用
」
と
表
示
さ
れ
た
製

品
が
多
数
出
回
っ
た
。
日
本
麺
と
は
異
な
り
、

中
華
麺
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
国
内
産
小
麦
（
1
0
0

％
）
使
用
」
を
う
た
っ
た
製
品
の
全
国
レ
ベ

ル
で
の
商
品
化
が
容
易
に
は
で
き
な
い
で
き

た
（
2
0
0
8
年
夏
以
前
で
は
、
大
手
製
麺

業
者
で
は
、
１
社
が
即
席
麺
を
、
１
社
が
ざ

る
ラ
ー
メ
ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
開
発
・
定
着
さ

せ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、

消
費
者
の
国
産
志
向
を
踏
ま
え
、「
モ
チ
モ
チ

し
た
食
感
が
出
る
反
面
、
茹
で
伸
び
し
や
す

い
」
と
い
う
国
内
産
小
麦
を
使
用
し
た
麺
の

特
性
を
活
か
し
た
製
品
化
に
向
け
た
様
々
な

技
術
開
発
も
行
わ
れ
、
つ
け
麺
、
ざ
る
ラ
ー

メ
ン
、
冷
や
し
中
華
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の

中
華
麺
で
、「
国
内
産
小
麦
（
1
0
0
％
）
使

用
」
を
う
た
っ
た
商
品
が
数
多
く
販
売
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
以
上
国
内
産
小
麦
の
品
質
が
大
き
く
変
わ

ら
な
い
中
で
、
小
麦
の
国
際
価
格
の
高
騰
を

背
景
に
、
消
費
者
の
国
産
志
向
に
も
応
え
る

形
で
、
国
内
産
小
麦
に
対
す
る
需
要
が
拡
大

し
、
食
品
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
、「
国
産
小
麦

（
1
0
0
％
）
使
用
」
を
う
た
っ
た
製
品
が
多

数
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
様
々
な

角
度
か
ら
捉
え
よ
う
と
試
み
て
み
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
は
、
小
麦
の
国
際
価
格
の
高

騰
が
、
単
に
国
内
産
小
麦
の
需
要
を
拡
大
さ

せ
た
だ
け
で
な
く
、
大
手
2
次
加
工
メ
ー
カ

ー
等
が
国
内
産
小
麦
を
中
華
麺
で
使
う
製
品

開
発
・
技
術
開
発
を
行
っ
た
こ
と
が
新
た
な

国
内
産
小
麦
の
需
要
を
生
み
出
し
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
動
向

か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

①
現
在
の
国
内
産
小
麦
の
品
質
で
も
、
外
国

産
小
麦
に
比
べ
て
価
格
面
で
割
安
感
が
出

れ
ば
、
外
国
産
と
ブ
レ
ン
ド
す
る
形
も
含

め
て
需
要
が
大
き
く
拡
大
す
る
余
地
が
ま

だ
か
な
り
存
在
す
る
。 

②
国
内
産
小
麦
を
で
き
る
だ
け
使
用
す
る
た

め
の
製
品
開
発
、
技
術
開
発
が
、
２
次
加

工
メ
ー
カ
ー
、
製
粉
企
業
等
に
よ
っ
て
行

わ
れ
れ
ば
、
そ
の
分
、
国
内
産
小
麦
の
需

要
を
拡
大
さ
せ
る
余
地
が
で
き
る
。 

  
5
　

お
わ
り
に
 

 　
わ
が
国
の
小
麦
需
要
の
変
化
と
国
内
産
小

麦
の
使
用
状
況
の
分
析
か
ら
は
、
今
後
、
小

麦
の
総
需
要
量
が
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

国
内
産
小
麦
の
需
要
を
無
理
な
く
着
実
に
拡

大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
内
産
小
麦
の
品

質
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
日
本
麺
用
だ
け
で
な

く
、
小
麦
使
用
量
は
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

国
産
小
麦
の
使
用
割
合
の
低
い
パ
ン
、
中
華

麺
、
菓
子
等
で
も
、
国
内
産
小
麦
の
需
要
を

掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
他
方
、
既
に
国
内
産
小
麦
の
需
要
が
頭
打

ち
気
味
で
あ
っ
た
日
本
麺
用
も
含
め
て
、
多

様
な
小
麦
製
品
で
、「
国
内
産
小
麦
（
1
0
0

％
）
使
用
」
を
う
た
う
こ
と
で
、
外
国
産
小
麦

を
使
用
し
た
製
品
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
製

品
が
出
回
り
始
め
、
小
麦
の
需
要
に
構
造
的

な
変
化
の
兆
し
と
も
言
え
る
動
き
が
見
ら
れ

た
。
国
内
産
小
麦
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
促
進
し
、「
変
化

の
兆
し
」
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
拡
大
・
定

着
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
2
0
0
7
年
以
降
の
小
麦
の
国

際
価
格
の
高
騰
の
影
響
の
分
析
か
ら
は
、
小

麦
の
国
際
価
格
の
高
騰
が
、
単
に
国
内
産
小

麦
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
製

粉
企
業
や
2
次
加
工
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
国
内

産
小
麦
を
戦
略
的
に
使
う
取
組
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
取
組
に
対
す
る
分
析
か
ら
は
、
国

内
産
小
麦
の
需
要
を
拡
大
す
る
に
は
、
新
規

用
途
向
け
の
使
用
を
可
能
に
す
る
商
品
開
発
・

技
術
開
発
、
品
質
面
以
外
で
の
国
内
産
小
麦

の
割
高
感
の
解
消
等
の
取
組
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
本

報
告
で
示
さ
れ
た
小
麦
需
給
の
構
造
変
化
の

兆
し
と
も
言
え
る
動
き
が
確
固
た
る
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
か
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
麦
の
国
際

価
格
の
高
騰
が
収
束
し
た
時
点
に
お
い
て
、

わ
が
国
に
お
け
る
小
麦
需
要
が
ど
の
程
度
と

な
り
、
一
時
的
に
国
内
産
小
麦
の
需
要
が
拡

大
し
た
影
響
が
ど
の
よ
う
に
出
て
く
る
の
か

分
析
・
整
理
す
る
と
と
も
に
、
国
内
産
小
麦

の
割
安
感
が
解
消
さ
れ
た
後
で
も
、
国
内
産

小
麦
を
戦
略
的
に
使
っ
た
取
り
組
み
が
引
き

続
き
拡
大
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
影
響
も
含

め
て
調
査
・
分
析
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。 

　
　
 

注
（１）
吉
田
行
郷
（
2
0
0
8
）「
消
費
者
・
実
需
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
国
内
産
小
麦
の
供
給
構
造
に
関
す

る
分
析
」（『
製
粉
振
興
』
№
5
0
0
、
製
粉
振
興
会
）

で
は
、
近
年
、
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
か
な
り
解

消
し
、
国
内
産
小
麦
の
価
格
も
総
じ
て
上
昇
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

　
（2）
吉
田
行
郷
（
2
0
0
7
）「
少
子
・
高
齢
化
の
進
展

下
に
お
け
る
小
麦
の
需
給
動
向
」（『
農
林
経
済
』

第
9
8
9
7
号
、
時
事
通
信
社
）
で
は
、
今
後
、
少

子
・
高
齢
化
に
よ
り
、
小
麦
の
需
要
は
減
少
す
る

が
、
米
よ
り
は
減
少
率
が
低
く
な
る
こ
と
を
示
し

た
。 

　
（3）

2
0
0
8
年
度
に
実
施
し
た
九
州
の
複
数
の
中
小

製
粉
企
業
に
対
す
る
調
査
で
は
、
農
林
61
号
や
そ

れ
に
近
い
品
種
で
は
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
産

ま
で
は
国
内
産
小
麦
単
独
で
の
使
用
割
合
が
2
割

で
あ
っ
た
の
が
、
2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
産
に
は

4
割
か
ら
5
割
に
急
上
昇
し
て
い
る
。 




